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「中部崛起」戦略下の安徽省経済 
 





















筆者は 2005 年 5 月に安徽省合肥市で開催された「第 1 回中国国際徽商大会」に参加し、はじ
めて安徽の産業集積や「安徽商人」のビジネスモデルを知ることができた。この国際大会をきっ
かけとして、その後年数回安徽へ足を運んだが、現地の発展のスピードには目を見張るものが
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図表 2a 全国における中部地域の経済指標(2009 年) 
  全国 東部地域 シェア 中部地域 シェア 西部地域 シェア 東北地域 シェア 
面積(万㎡)  960  92 9.5%  103 10.7%  687 72.0%  79 8.2% 
人口数(万人)  132,802  47,965 36.7%  35,466 27.1%  36,522 27.9%  10,874 8.3% 
企業従業員数(万人)  11,515  5,196 45.1%  2,520 21.9%  2,635 22.9%  1,165 10.1% 
GDP(億元)  300,670  177,580 54.3%  63,188 19.3%  58,257 17.8%  28,196 8.6% 
1 次産業  34,000  12,145 36.0%  9,227 27.3%  9,065 26.9%  3,308 9.8% 
2 次産業  146,183  91,727 55.0%  32,193 19.3%  28,019 16.8%  14,943 9.0% 
3 次産業  120,487  73,707 58.2%  21,768 17.2%  21,173 16.7%  9,945 7.9% 
固定資産投資(億元)  172,828  77,735 46.0%  36,695 21.7%  35,949 21.3%  18,714 11.1% 
不動産投資(億元)  31,203  16,727 53.6%  5,292 17.0%  6,042 19.4%  3,142 10.1% 
小売総額(億元)  108,488  60,540 54.0%  22,153 19.4%  19,239 17.2%  10,240 9.1% 
貿易額(億米ドル)  25,633  22,487 87.7%  989 3.9%  1,067 0.1%  1,089 0.1% 
輸出額(億米ドル)  14,307  12,425 86.8%  592 4.1%  653 4.6%  636 4.4% 
（出所：『中国統計年鑑 2010』より作成） 
 
図表 2b 地域別の百世帯あたり消費財の保有情況(2009 年)(単位：台) 
  中部地域 東部地域 西部地域 東北地域
二輪車 21.21 29.25  17.85 7.94 
四輪車 5.08 17.33  7.47 5.64 
洗濯機 96.11 97.12  95.38 92.82 
冷蔵庫 93.14 99.33  92.14 91.27 
カラーテレビ 129.16 148.98  126.49 116.91 
パソコン 52.99 82.19  54.51 52.49 
エアコン 100.76 152.92  70.01 17.23 




る。中部地域 6 省の総人口と GDP 総額は 2009 年にそれぞれ全国の 27.1％、19.3％を占めてい
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た(図表 2)。中部 6 省は中国の東部と西部を結びつけ、また一方では南部から北部へと貫く重








安徽省は華東地域の中部(江蘇、浙江に隣接)に位置し、南北約 570 キロ、東西約 450 キロ、
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図表 3  中国省市別国内総生産額の推移(億元) 
    1978 年 1992 年 2000 年 2003 年 2005 年 2008 年 2009 年 
上海  544  1,114  4,551  6,251  9,248  14,070  15,047 
江蘇  340  2,136  8,583  12,461  18,599  30,982  34,457 長江デルタ 
浙江  127  1,365  6,036  9,395  13,418  21,463  22,990 
広東  200  2,294  9,662  13,626  22,557  36,797  39,483 
海南  ―  182  519  671  898  1,503  1,654 珠江デルタ 
福建  61  788  3,920  5,232  6,555  10,823  12,237 
山東  285  2,197  8,542  12,436  18,367  30,933  33,897 
北京  193  709  2,479  3,663  6,970  11,115  12,153 
天津  160  411  1,639  2,448  3,906  6,715  7,522 
環渤海地域 
河北  199  1,279  5,089  7,099  10,012  16,012  17,236 
遼寧  397  1,473  4,669  6,003  8,047  13,669  15,213 
吉林  47  558  1,821  2,523  3,620  6,426  7,279 
東北地域 
  
  黒龍江  206  864  3,253  4,430  5,514  8,314  8,587 
山西  102  570  1,644  2,457  4,231  7,315  7,358 
安徽  114  801  3,038  3,972  5,350  8,852  10,063 
江西   72  573  2,003  2,831  4,057  6,971  7,655 
河南  157  1,280  5,138  7,049  10,587  18,019  19,481 
湖北  162  1,088  4,276  5,402  6,590  11,329  12,961 
中部地域 
湖南  139  998  3,692  4,639  6,596  11,555  13,060 
広西  70  647  2,050  2,735  3,984  7,021  7,759 
重慶  ―  ―  1,589  2,251  3,468  5,794  6,530 
四川  222  1,625  4,010  5,456  7,385  12,601  14,151 
貴州  41  340  994  1,356  2,005  3,562  3,913 
雲南  56  619  1,955  2,465  3,462  5,692  6,170 
 西南地域 
西藏  2  33  118  185  249  395  441 
陝西  99  541  1,661  2,399  3,934  7,315  8,170 
内蒙古  36  422  1,401  2,150  3,905  8,496  9,740 
甘粛  81  318  983  1,305  1,934  3,167  3,388 
青海  15  88  264  390  543  1,019  1,081 
寧夏  14  83  266  385  613  1,204  1,353 
 西北地域 
新彊  30  402  1,364  1,878  2,604  4,183  4,277 
（出所：『中国統計年鑑』各年版より作成） 
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全国各地における国内総生産額の推移を見ると、1978 年に第 1 位は上海市（544 億元）、第 2
位は遼寧省（397 億元）であり、中部地域の湖北省（162 億元）が第 10 位、安徽省は第 15 位で
あった(図表 3)。ところが、改革開放以後、東部地域が飛躍的な発展をしたことで、特に 1990
年以降、広東省、江蘇省、山東省の 3 省が中国経済をリードするようになった。現在、上記 3
省はそれぞれ、珠江デルタ、長江デルタ、環渤海経済圏の中核地域となり、今後も中国の高度
成長を支える地域になると考えられている。 
安徽省の GDP 総額は 1978 年の 114 億元、2005 年の 5,350 億元、2009 年の 10,063 億元とい
うような推移を示している。1978 年～2005 年の GDP 平均成長率が 10.6％であるのに対し、2006
年～2009 年の平均成長率が 17.2％であった。つまり、直近 4 年の経済成長率は 2006 年以前の
約 1.6 倍になった。また、国内省市別の GDP 順位から見ると、第 14 位で推移するようになり、
安徽経済は中国の経済発展に比例する形で成長していることが分かる。 
安徽省の産業構造の推移から見ると、かつて第１次産業は安徽経済における大きなウエート
を占めていたが、近年、その割合は低下する傾向が見られている。1 次、2 次、3 次産業の割合
は、2005 年の 17.9：41.6：40.5 から、2009 年は 14.8：48.7：36.5 へと変化した。第 2 次産業の
割合は 2005 年～2009 年の間に、7.6 ポイント上昇した。安徽経済における第 2 次産業の割合は
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3 安徽省経済を支える「皖江城市帯」 
 
2009 年現在、安徽省には副省級市の合肥市と 17 の地級市を抱えており、都市間の格差は大
きい。特に有力企業は主に合肥、沿長江都市の蕪湖、安慶、馬鞍山に集中し、都市間のアンバ
ランスな発展は安徽経済にとって一つの問題となっている。 
安徽省 17 都市の GDP（2009 年）を見ると、合肥市が 2,102 億元、蕪湖市が 902 億元（同 15.4%
増）、安慶市が 820 億元、馬鞍山 665 億元となり、この 4 都市が安徽経済を牽引している。池州
市(245 億元)と黄山市（266 億元）以外、そのほかの都市の GDP は 300 億元から 600 億元の規
模である。一方、1 人当たりの GDP からみると、都市間の格差が大きく(馬鞍山と阜陽の格差





図表 5 安徽省経済における「皖江城市帯」の位置づけ 
  皖江城市帯.A 安徽省全体.B A/B(%) 2015 年の目標 
GDP 総額(億元) 6,733.2  10062.8 66.9% 13,500  
財政収入(億元) 1001.5  1551.3 64.6% 1,700  
外資直接投資額(億米ドル) 29.8  38.8 76.7% 75.0%(割合) 
国内投資(安徽省以外地域) 3323.3  4639.7 71.6% 8,500  
都市化率(%) 48.0% 42.1% － 55%以上 
2 次＋3 次産業の比率(%) 89.3% 85.1% － 93.0% 
GDP に占める貿易額割合(%) 14.3% 10.6% － 30%以上 
（出所：『安徽統計年鑑 2010』より作成） 
 







国科学技術大学、合肥工業大学を始め 43 の大学、35.2 万人の大学生を抱えている。当市は長
江と淮河の間に位置し、東部から西部に向かう中西部地域であり、沿海地帯に近い第一線の内
陸都市と沿長江開発ベルト地帯にある重要都市である。周辺地理からみると、上海から 400 キ
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ロ、南京から 150 キロを離れたところにある3。 
 




















氏が 2006 年に合肥市長に着任してからは、12 分野に渡り抜本的改革を行った。合肥の経済は
「工業立市」に転換し、成長を遂げた。 
 
図表 7 合肥、26 省都の GDP 成長率の比較 
  中国 26 省都平均 中部 6 省都平均 合肥市 
2008 年 10.3% 13.3% 13.8% 17.2% 
2009 年 1～6 月 7.1% 10.5% 9.9% 16.0% 
2009 年 9.2% 12.6% 12.2% 17.3% 













財政収入、設備投資額、工業増加値などの 4 指標の伸び率は 2008 年に中国 26 省都市の中で首
位となり、2010 年１～6 月期には同市の GDP 成長率が前年同期比 18.5%増で 26 省都平均値と
中部6省都平均値を上回った(図表7)。「2010年中国都市投資商業競争力ランキング」において、







と、同市の工業生産高における家電・機械・自動車産業の割合合計が 2005 年は 62.9%であった
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図表 10 皖江城市帯に立地する主要家電メーカー 
企業名 主要製品 出資企業 
栄事達集団 白物家電 栄事達集団(安徽) 
合肥天鵞製冷科技 エアコン 中国航空工業第一集団 
美菱集団 冷蔵庫 長虹集団(四川) 
蕪湖美的 エアコン 東芝キヤリア・美的集団(広東) 
合肥華凌 小型冷蔵庫・エアコン 美的集団(広東) 
滁州康佳 テレビ 康佳(広東) 
合肥海爾 テレビ、冷蔵庫、エアコン 海爾集団(山東) 
合肥栄事達三洋 洗濯機、電子レンジ 三洋電器 
日立家用電器(蕪湖) エアコン 日立ホームライフソリューション 
博西来製冷 冷蔵庫 シーメンス 
合肥栄事達美泰克 白物家電 メイタグ、栄事達集団(安徽) 
格力電器(合肥) エアコンコンプレッサ 格力電器(広東) 




蔵庫 1,566 万台(全国 1 位)、エアコン 519 万台(同 2 位)、洗濯機 1,002 万台(同 2 位)、カラーテレ
ビ 337 万台(同 8 位)になり、主要家電製品の生産能力は広東省に次ぎ、国内 2 位となっている(図
表 11)。安徽省の家電生産は主に合肥市に集中している。現地家電メーカーの生産計画を合わ
せると、合肥市における家電生産能力は 2013 年に 1 億台に達し、世界最大の家電生産都市にな
ると予測される。 
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図表 11 全国、安徽省、合肥市における家電生産台数(2009 年) 




冷蔵庫(万台) 5,930 1,566 26.4% 1,270 81.1% 
洗濯機(万台) 4,973 1,002 20.1% 992 97.1% 
エアコン(万台) 8,078 1,022 12.7% 519 50.8% 
テレビ(万台) 9,898 337 3.4% 315 93.5% 







大 3 小 2 微」(第一汽車、上海汽車、東風汽車の 3 大メーカー、広州汽車、北京汽車、天津汽車





型乗用車)、華菱汽車(大型トラック)、安凱客車(バス) 、星馬汽車など、完成車メーカーが 6 社、





車は 1964 年に創業した国有商用車メーカーで、2002 年に現代自動車の技術を導入し MPV 車分
野に参入、2007 年には乗用車分野に参入した。2010 年のグループ別自動車販売台数をみると、
安徽の二社はベスト 10 位にランクインされ、奇瑞汽車と江淮汽車はそれぞれ 68.2 万台、45.9
万台で第 7 位、第 10 位となっている(図表 12)。 
国内における安徽省自動車生産台数の順位から見ると、1990 年は国内第 21 位であったが、
その後順位を上げ、2010 年には第 8 位（自動車生産 120 万台）となった。また、自動車の海外
輸出では、安徽省の輸出台数は全国の約 3 割を占め、なかでもトラックの輸出台数は 2001 年か
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ら 10 年連続全国第 1 位である。 
 
図表 12 中国自動車販売台数上位 10 グループ(2010 年) 
順位 企業名 本社所在地 販売台数(万台) 
1 上海汽車集団 上海市 355.8 
2 第一汽車集団 吉林省長春市 272.5 
3 東風汽車集団 湖北省武漢市 255.8 
4 長安汽車集団 重慶市 237.9 
5 北京汽車工業集団 北京市 148.9 
6 広州汽車集団 広東省広州市 72.4 
7 奇瑞汽車 安徽省蕪湖市 68.2 
8 BYD 汽車 山東省済南市 51.7 
9 華晨汽車 遼寧省瀋陽市 50.1 

































































                                                      
【注】 
1 1978 年秋、安徽省で最も貧しい農村であった「鳳陽県小崗村」では、18 の農家が人民公社所有の土地と
農業用資材を用いて「農業生産方式」を試み、中国における農業改革がスタートした。 
2 湯(2007)では、安徽経済立ち遅れてしまった要因について、政府レベル、民間レベルの視点で分析した。 
3 2008 年に、上海～武漢の高速鉄道が開通され、合肥から上海の運輸距離が 3時間までに縮まってきた。 
4 14 歳～28 歳の若手エリート団員を擁する中国の青年組織である。国家主席の胡錦濤氏、国務院総理の李
克強氏をはじめ、共青団トップ出身の省党委書記や省長が多い。 
5 中部 6 省の現状や金融危機の対応策などについては、中国のブルーブック『中国中部地区発展報告』（2010）
を参照されたい。 
6 コンサルティング会社の A・T・カーニーがまとめたランキングで、杭州、広州、寧波など、沿海部都市
が上位に並んだ。西部の成都、中部の鄭州がそれぞれ 4 位、8 位にランクインされ、生産拠点の最適地は中
西部にも広がっている。 
